
競技・ハンディキャップ委員会議事録 

競技・ハンディキャップ委員長  岡田 孝之 

 

日 時：令和 8年 8月 2日 14：30～16：00 

 

①   臨時理事会について 

  →会議冒頭、吉田理事長より 7月 26日（日）に行われた臨時理事会の報告が行われた。 

 

 

②    2027年競技日程表について 

→2027年の競技日程について承認をもらう。 

 

 

③   クラブ選手権準決勝について 

→前回継続審議となっていたクラブ選手権準決勝の 18ホールマッチプレーから 

27ホールマッチプレーへの変更について 

【◎決定事項】 

➔ 令和 9年度クラブ選手権より準決勝は 27ホールマッチプレーで行う。 

 

 

④   グランドシニア選手権について 

→前回継続審議となっていたグランドシニア選手権の予選・決勝の 2日間競技への 

変更について 

⇒事務局側でどの程度予選・決勝の 2日間競技を希望する声があるのか 5月 10日に 

開催されたグランドシニア選手権に参加されたプレイヤーからアンケートを取った 

結果、以下の結果となった。 

賛成 9  反対 5  どちらでも良い 2 

反対のプレイヤーが来年度参加されない場合、競技参加者が 12名以上集まらず競技

が成立しないことも考えられる為、継続審議とする。 

 

 

⑤   シニア選手権参加資格について 

→古賀委員よりシニア選手権の参加資格について、現行の「60歳になる年」から 

「55歳になる年」へ変更するべきではないかという意見を受けた。 

望月委員からはシニア選手権の参加資格の年齢を引き下げた場合、一部の参加者を 



除き、大半の参加者が他の競技と同じメンバーとなってしまうことが懸念される、 

クラブのメンバーの年齢構成に合わせて競技を行い、世代ごとの優勝者を決める 

ことに意義があるという意見を受けた。 

更に大副委員長、荻野副委員長よりご伝言で急遽参加資格を 55歳へ引き下げた 

場合、ようやく 60歳になり参加資格を得たプレイヤーから不満が出る可能性が 

あるので告知期間を通常の決定事項よりも長く取る必要があるという意見を 

いただいた。 

⇒結論が出ないため、継続審議とする。12月の委員会に持ち越し。 

 支配人に支配人会で再度他クラブの現状を確認してもらう。 

  

 

⑥   理事長杯マッチプレー化について 

→松本委員より他のクラブで理事長杯がマッチプレー化され反響があった為、本千葉

カントリークラブにおいても理事長杯をマッチプレー化にするのはどうかという 

意見を受けた。 

⇒シニア選手権をマッチプレー化した為、その反響を確認していく。 

 更に 1回戦をセルフプレー（シニア選手権 1回戦もセルフプレー）でハンデを 

含めたマッチプレーを行う場合、競技者がハンディホールなどの理解ができず、 

決着がついているのにもかかわらず競技を継続してしまう組も出てくる可能性が

ある、ルールの周知が難しいとの意見があった。 

その為、結論が出ないので継続審議とする。12月の委員会に持ち越し。 

 

 

⑦   クラブ選手権における進行について 

→クラブ選手権 1回戦以降のマッチプレー時に遅延が目立つ組がおり 

現状ペナルティを課すルールはないが一般のプレイヤーへパスの案内もしている為、 

進行を早めるよう促すべきではないかとクラブ側を含め意見があった。 

【◎決定事項】 

➔ マッチプレーで行う競技の際には、スタート前に競技委員から概ね 

1時間 30分を目安にホールアウトするよう案内をし、実際に遅延が発生した 

際には競技委員から注意を行う。 

 

※次回の競技・ハンディキャップ委員会は、2026年 12月 13日（日）開催予定。 

以上 


